
 

 

 

 

 

 

場所や人物・行事等の写真や絵・地図など 

 

内容の説明・エピソード等 

波宝神社 

銀峯山山頂（612ｍ）に鎮座する。古田荘十二村の氏神で、「神蔵宮」 

「古田大明神」「若桜宮」とも称される。銀峯山（通称「銀岳」、白銀岳・ 

岳さんとも呼ばれる）は、古代から神の山として信仰を集めていた。 

平安時代の天安 2年（858）に官社となり、延長 5年（927）の延喜式 

神名帳に記載される古社である。本殿（写真）は、県指定文化財。 

ふるさと 再発見！ 


